






































































































帯には多くの労働者が集中することとなった。だがその労働者達は、低賃金と重労働におわれ とから、その子弟の教育、小学校への通学 不可能であった。その とは、一方において、教育勅語的教育を普及させてゆくことにより、強化しようと 天皇制にとって、それを放置することは、国家政策 しても余り好ましい傾向とはならなかった。炭坑地帯 工業地帯においては、義務教育の学令にたっしても町村役場に登録されず、入学 かったものが多かった。ことに福岡県の場合 いては、筑豊三池の大炭鉱をひかえ、明治三｜四
O
年にいたっては、八幡製鉄所の設立

























































































三井の経営に移った当時は坑夫の子弟に対する教育機関としては、何一つなかったのであるが、年 経るに従って納屋の戸数を増し、学令相当の子弟が多くなった で、明治コ一三年頃から最初子供教育の如きものを数ケ所に設け、極不完全ながらも一日二時間或は夜学を施したのが、教育機関の濫鰐である」としている。そして二カ年程した三五年九月には、納屋学校として改善 、町村公立学校の教員をパートタイマー的に
雇って一日二
、三時間の










本坑山に稼業致候坑夫之内、納屋居住五拾戸許其家族にて学令相当之子供三拾余名許有之候処、執れも貧困にして就学せしめ侯程の余力無之者に付、折角教育に適当なる年令 でありながら、徒らに光陰を消過し 悪戯に耳耽り候存極実に傍観に不堪、右坑夫は各地より集合せし者には侯えども 爾来二 乃至三年を経過し 坑業 習熟すると共に、梢永住の念を生したる者に付、其の子供等も亦成長之後は、父兄の業を襲い坑山業に従事すべきものに有之候に付、此際相当の教育相施し置き候時は、独り彼等の幸福事ならず、漸次坑夫社会 悪風も改むるに至るベし相考候（下略）





























































問、取急ぎ開設の都合に相運び申度候」とあり、明治一二五年から分散寸前となった納屋教育の復活をはかろう するのである。その教場は二戸建の勝立教場を除いては、納屋の片隅に設けられた納屋教講所などを用いることにした。教授時間は一日三時間程度で、児童を一教室に収容して「簡易子守学校の体裁」による学習であった。またその教科書は「福岡県尋常図書設に普通用品」で、その購入は「各自に購入せ むるも其最貧者と認むる者へは一時立替購入し、其父兄賃銭より引去る」方法がとられた。そして会社、町村長 両校長との一二者会談の結果としては、教師ば「大牟田駿馬両町村尋常校教員より一ケ所一人宛分担を定め主張」するものとし、報酬としては、 カ月五円内外とされていた。当時の児童数については次のようである。 ッコ内は学令児童総数勝立六五（八五） 丁玉二
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た。大正二年には各教場における児童数増加と 三川分教場設立により二四学級となっ いる。その内訳は、ゴ一尚一本校八、勝立分教場二、亀谷分教場一、三川分教場二で、三池尋常小学校二一一級、それに万田尋常小学校二学級を数えている。大正一四年には三川分 のみ除いて 三池が二二学級、万田が一二学級であった。与論島出身者の三川 は 昭和一一年三月二二日大牟田市長の通牒により廃止され、大牟田市立川尻尋常小学校に編入さ
（ 臼 ）








































































































































































































































された開校二十年の祝典に、神作白から語っている「祝辞に代江（ 担 ）て」の挨拶の中にもみごとに表現されている。「然るに三井家の幹部諸氏には、私かに当時に於て夙に教育刷新改善 必要を認められ、教育部生活、道徳即経済の信念 体験との下に、学校教育は実生活を基調となすにあらざれば如何程学校を増設し教育機関の拡張を計るも、国家社会の福祉に益なきのみか、或は却て教育郎亡国の恨みに陥るこ きも保し難し 卓見を抱かれ、此等の抱負にもとづいての教育である」と主張した。そ 「当校一千人の卒業生が一致団結して精神的に
皇
道の擁護者を以て自任す
ることは、延ひて他の同志 振典せしむ 一原動力ともなることを信じて疑ばざる所であります。思ふに三井家が当械を設置 し
井鉱山と学校教育（新藤）
















し、有頂天となって濫りに外国文化に心酔せし余解の致す所と思います。故に今日 場合に於て、外来 思想を防圧し、偽女化を撃退せんとするには 国民を挙げて真 皇道 純精神に自覚せしめ、且其信念を高調し、実行を奨励し更に進んで皇道の真粋美精 以て外来思想を醇和浄化せしむること 最も大切であると信じます」。「諸君が当校に於て及ばずながら私共が開校以来終始一貫 て高調強鳴せし祖国
皇
道の本義を某調とし、









倉富勇「興国 精神」（向上誌）などそれであり、『同帰』開校二十年記念日すにのっている。製作所中川原肇（第二回機械科卒）の「創造の生活」には「マルクスやレlニンは人間の尊い精神生活を知らなかった不具者であります。彼等の思想 魂の践悶です。人聞を他の動物と同じレベルに引き卸そうとする悪魔 牙であります」。といっている。
かかる三井工業学校の教育は、天皇制を利用しつつ、労資協調
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